
課題④ 学問体系化
–他分野（医学）における例

○○学とは、コンピュータやネットワークの構造や機能、
疾病について研究し、疾病を診断・治療・予防する方法を
開発する学問である。○○学は、病気の予防および治療
によってコンピュータやネットワークの健康を維持、および
回復するために発展した様々な医療を包含する。

例えば…

（「医学概論」（北村諭 著）より）

○○学とは、自然科学の法則を基にして、コンピュータや
ネットワークの現象を取り上げ、病気の原因や症状の起こ
るメカニズムを解明し（基礎○○学）、病気を診断・治療す
る方法を確立し（臨床○○学）、個人や集団のために発病
を予防し、コンピュータやネットワークの健康を維持する
（予防○○学）学問である

例えば…

…などといったアナロジーを基に
検討できることがあるか。

…などといったアナロジーを基に
検討できることがあるか。
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第九条

医師国家試験は、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関して、医師として具有すべき知識及び技能について、これを行う。

医師国家試験は、左の各号の一に該当する者でなければ、これを受けることができない。
一 学校教育法に基づく大学において、医学の正規の課程を修めて卒業した者

第十一条

医師法

教育機関

医療現場 研究現場

博士（Doctor）

医師（Doctor）

知識の体系化
（医学）

医療

国家試験

正規の課程

大学病院

※図は事務局にて参考的に図示を試みたもの。
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・基礎医学
人体の構造・機能、疾病とその原因など医学研究の根拠となる知見を得るための学問分野である。
例） 解剖学、生理学、生化学、人類遺伝学、放射線基礎医学、微生物学、薬理学、病理学、免疫学

・臨床医学
診断や治療などに直接関連する応用的な研究分野。いくつかの分類方法がある。
例）臓器別分類

循環器学、消化器学、呼吸器学、腎臓学、内分泌学、血液学、神経学、婦人科学、泌尿器科学、耳鼻咽喉化学、皮膚科学、眼科学
解剖学的分類
胸部外科学、脳神経外科学、整形外科学
ライフステージによる分類
産科学、小児科学、老年医学、家庭医療
手法による分類
内科学

外科学

診断学、症候学、予防医学、内科学、外科学、形成外科学、リハビリテーション学、麻酔科学、放射線医学、再生医学、救急医学
疾病による分類
リウマチ学、精神医学、心身医学、腫瘍学、スポーツ医学

・社会医学
社会的な環境と健康について研究す研究分野。
例）衛生学、公衆衛生学、法医学 （Wikipediaより）

■ 医学の下位分類

・内科学は、主に身体の臓器（内臓）を対象とし、一般に手術に依らない方法での診療とその研究を行う医学の一分野。
医学において古代よりその基礎中心ともいえる領域。
・内科学は医学の原点として、紀元前3000年ごろ、エジプト文明、メソポタミア文明に始まり、紀元前2000年ごろには古
代中国、インドでもそれぞれ発祥したと言われている。

・外科学は、手術によって創傷および疾病の治癒を目指す臨床医学の一分野である。
・16世紀頃の欧米では、主に医学は内科学が主流とされ、理容師が外科的処置を行っていた。
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内科
消化器科 -循環器科 -呼吸器科 -腎臓
科 -内分泌科 -糖尿病科 -膠原病科-
リウマチ科 -アレルギー科 -血液内科 -
神経内科 -心療内科 -感染症科 -腫瘍
科

外科
一般外科（消化器外科） -胸部外科
（呼吸器外科・心臓血管外科）-乳腺外
科 -甲状腺外科 -小児外科 - 肛門科

整形外科
形成外科
脳神経外科
小児科
産婦人科
婦人科
産科

皮膚科
泌尿器科
眼科
耳鼻咽喉科
リハビリテーション科
放射線科
精神科
麻酔科
臨床検査科
病理診断科

■ 診療科の分類

総合診療センター
内科
外科

救命救急センター（ER）
外傷センター
熱傷センター

消化器センター
消化器内科
消化器外科

循環器センター
循環器内科
心臓血管外科

呼吸器センター
呼吸器内科
呼吸器外科

脳神経センター
脳神経内科
脳神経外科

腎・泌尿器センター
腎臓内科
泌尿器科
腎臓外科
人工透析科
血液浄化療法科
腎臓・尿管結石破砕治療科

代謝・内分泌センター
糖尿病内科
内分泌・代謝内科
甲状腺外科
※乳腺・内分泌（甲状腺）外科

膠原病・リウマチ・アレルギーセンター
膠原病内科
リウマチ科
アレルギー科
感染症内科

がん総合診療センター
腫瘍内科
血液内科
放射線科
緩和医療科
麻酔科

感染症コントロールセンター
感染症内科
性病科

女性総合診療センター
婦人科
乳腺外科
性病科

生殖器医療センター
婦人科
男性科（泌尿器科・性病科）

周産期センター
産科（母子・周産期科）
新生児科

小児医療センター
小児科
小児外科

高齢者医療センター
老年科

精神神経センター
精神科
心療内科

眼科
視覚矯正科

耳鼻咽喉科
神経耳科
眩暈平衡神経科
気管食道科
頭頚部外科
音声外科
頭蓋底外科

皮膚科
美容皮膚科

形成外科
リハビリテーションセンター
理学療法科
作業療法科
言語療法科

整形外科
スポーツ整形外科
脊椎・脊髄外科
リウマチ科

放射線科
放射線画像診断科
放射線治療科
放射線核医学科
血管内・低侵襲治療センター

臨床検査科
超音波画像診断科

病理診断科
病理検査科
病理科
臨床病理科

麻酔科

最近の診療科区分旧来の診療科区分

（Wikipediaより） 4
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■ 参考資料

5
（筑波フォーラム76号特集「国立大学法人化の理想と現実
③研究・社会貢献」（2007年6月発行）より）

※強調は事務局にて付記したもの。
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